
三角形の面積公式 

 〈1〉 S = 1
2
ah   a :底辺の長さ、 h :高さ 

 〈2〉 S = 1
2
bcsinA = 1

2
casinB = 1

2
absinC⎛

⎝⎜
⎞
⎠⎟  二辺とその間の角がわかっているとき 

 〈3〉 S = abc
4R

    3辺と外接円の半径 Rがわかっているとき 

 〈4〉 S = rs     内接円の半径 rを求めるとき 

 〈5〉 S = s s − a( ) s − b( ) s − c( )   三辺がわかっているとき 

  ※〈4〉〈5〉とも s = a + b + c
2

 

 〈6〉 S = 1
2
x1y2 − x2y1    原点と x1,  y1( ),  x2,  y2( )でできる三角形 

 〈7〉 S = 1
2
x1 y2 − y3( )+ x2 y3 − y1( )+ x3 y1 − y2( )  

     3点 x1,  y1( ),  x2,  y2( ),  x3,  y3( )でできる三角形 

※	 〈7〉で、 x3 = y3 = 0とおくと〈6〉の式 

※	 〈7〉の式では、 x,  yは入れ替え可能 

S = 1
2
y1 x2 − x3( )+ y2 x3 − x1( )+ y3 x1 − x2( )  

 〈8〉 S = 1
2

a
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b
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− a
!
⋅b
!( )2   二辺が a

!
,  b
!
のとき 

 

〈1〉は、小学校 

〈2〉～〈5〉は、三角比 

〈6〉～〈7〉は、平面座標（〈6〉は中学校応用レベル） 

〈8〉は、ベクトル 

 

［宿題］ 

〈2〉～〈8〉の公式を証明せよ。 


